築地 小 劇場の 旗挙 
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日本に はじめて 純 芸術的 劇場が 建てられ、 その 当事 

者が、 何よりも まづ 未来に 目的 を 置いて、 根本的な 演 

劇 革新 運動 を 起した とい ふこと は、 実に 愉快で ある。 

「最初に 現れた もの をい きなり 見られ、 いきなり 判決 

を 下される 事 は 迷惑 至極で ある」 だら う。 僕 は 決して 

そんな こと はしない つもりで ある。 

「我々 の 使命 は、 如何なる 形に 於て なされる か、 今 我々 

自身 予想す る こと は 出来ない」 と、 同 劇場の 首脳の 一 

人 は 宣言す る。 ジャック. コ ポオ もヴィ ユウ • コロン 

ビエ 座の 建設に 際して、 これと同じ こと を 言った。 こ 

れ はたし かに、 さも あるべき ことで ある。 



それなら 僕 は、 築地 小 劇場の 出現に 大 なる 期待 を も 

つて ゐる 演劇 愛好者の 一人と して、 今、 何 を 言 ふこと 

がで きょう。 

然しながら、 同 劇場の 処女 演出 を 観て、 われわれが、 

これから、 その 仕事 を 「続けて 見る」 上に、 どうい ふ 

態度 を 取るべき か。 これ だけ は、 おの づ から 決定され 

たわけで ある。 忌憚な く 云へば、 「何 か 知ら を 探し 求 

めて ゐる」 ことに、 大きな 好意と 尊敬 はもて、 も、 た. y 

それだけの ことに 不断の 興味が もてる もので はない。 

それ も、 その 「探して ゐる もの」 が 何で あるか ゾ、 わ 



あるかと いふので ある。 

失礼な 言 分 の やう だが、 僕の 真意 を 酌ん で 貰 ひたい。 

全く、 あの 程度の 俳優が あの 種類の 脚本 を 演じる こと 

は 無謀で ある。 あ ゝ云ふ 種類の 外国 劇 を 現今の やうな 

蕪雑な 日本語で 演じる こと は 頗る 危険で ある。 現在の 

観衆 を 前にして —— 殊に 観衆 を 尊重す る 意味に 於て I 

I かくの 如き 上演 目録 は、 恐らく 上乗の もので は ある 
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こ、 に 一 つ、 劇場 側の 弁明 を 仮想して、 当分の 間 は 

「外国 劇 及び その 演出 法」 の 紹介 をす るに 過ぎない。 



の ださう である。 元来、 表現主義の 芸術、 更に その 主 

義の 演劇と いふ ものに ついて、 極めて 知識の 浅い 僕 は、 

多く 学ぶ ところがあった。 然し 結局、 劇の 形を藉 りた 

ポェ ジィ. フ ィロゾ フィックに 外なら ない。 た、 V 表現 

の 形式から 云へば、 言語の ィメ— ジが、 様々 な 排列と 

重畳に 於て 形づくる 一 種の 交響楽で あり、 色彩と 運動 

と 曲線の 極めて 様式 的な 想念 喚起 法で あると いへ る。 

然るに、 その 言語の ィメ ー ジは、 云 ふまで もな く、 翻 

訳に よって 多少な リ とも 二 ュ アンス を 変ずる もので あ 

る 以上、 その ィメ— ジが 抽象的で あれば ある ほど、 ま 

た 瞬間 的で ある ほど、 原作の 与へ る 効果と 隔り、 殊に、 



屡々 全く 異 つた 効果 を さへ 生む に 至る こと は 誰し も感 

じる ことで なければ ならない。 淡い 不安が、 極度の 絶 

望と なり、 厳粛な 命令が、 滑稽な 威嚇と ならぬ もので 

もない。 それ は 極端な 例で あると しても、 これに 似た 

喰 ひ 違 ひ は 一語一語、 一句 一句の ィメ— ジの 中に 存在 

して、 総体と しての 印象、 効果に 甚だしい 誤差 を 作つ 

てはゐ ないか。 これ は 誤訳な ど、 いふ 問題ではなくて、 

翻訳なる もの ゝ 全体に 亙る 問題で あるが、 殊に、 此の 

種の ィメ— ジの リズム を 生命と する、 た > それの み を 

生命と する 傾向、 種類の 作品に 於て、 慎重な 考慮 を 払 

はなければ ならない 問題で ある。 まして、 演劇の 形式 



を 取って ゐる 場合に、 翻訳に よる 此の 種の 原作の 再現 

は、 僕の 考へ では、 絶対的に 不可能で ある。 それ を敢 

て すれば 無意味で ある。 早く 云へば、 『海戦』 の 翻訳に、 

上演に、 何処に 芸術的の 美が あるか。 若し あれば 翻訳 

を 通じて、 原文 を 感じ 得る 箇所 だけで あると 云って 差 

支ない。 沈黙と 静止の 或る 瞬間に 描き出される —— こ 

れは 舞台監督の 技倆 を 示す ものである II 絵画 的 効果 

のうちに 於て ヾ ある。 

僕 は、 表現主義の 敵で はない。 その 芸術的 手法 は、 

新ら しいと いふよりも 優れた ものである。 若し、 表現 

主義者が、 悉く 反抗と、 狂 燥と、 渋面と、 それ 等の 要 



素の み を 人生のう ちから 選び出す 事に 興味 を もって ゐ 

るので なかったら、 僕 は 表現主義 者 を 友人と 呼ぶ であ 

らう。 そして、 その 友 を 日本に 有ちたい。 

第二の 『白鳥の歌』 は、 名優 を俟 つて 始めて 観る ベ 

きもので あると 云 ふに 止めよう。 

第三の 『休みの 日』 は 原作 を 読んで 相当に 面白い も 

ので あると 思った。 僕 は、 滞 仏 中 その 上演 を 見て ゐな 

い。 それが ヴィ ユウ. コロン ビエ 座の 上演 目録に ある 

事 は 知って ゐた。 別段 気を附 けて ゐた 訳で はない が、 



然し 此の 点 は、 第二 回、 第三 回と 漸次に 償 はるべき こ 

と を 祈って ゐる。 

僕 は 何等の 判決 も 下さなかった つもりで ある。 さう 

いふ 気持ちに させない 何もの か、 V、 築地 小 劇場の 中に 

は ある。 それ はこの 劇場の 生命で ある。 

これ は、 余計な ことか も 知れない。 が、 批評 をす る 

もの、 立場から、 それが 許される ことで あらう と 思 ふ 

から、 言って しま ふ。 それ は、 聞く ところに よると、 

向う 二 年間、 此の 劇場で は 外国 劇 以外に は演ら ない と 

いふ ことで ある。 これが 事実 だと すれば、 僕 は 甚だ 不 



満 である。 結果に 於て、 上演 目録が 外国 劇ば かりで 満 

たされる こと は 止む を 得まい。 然し、 最初から、 さう 

いふ 計画で、 さう いふ 覚悟で、 一 つの 劇場 を 経営す る 

(営利的で ないだ け それだけ) とい ふこと に、 どれ だけ 

の 意義が ある だら う。 

勿論 それ は、 日本に、 外国 劇の 優れた ものに 匹敵す 

る 作品がない とい ふ 理由で あらう。 或は また、 優れた 

外国 劇の 紹介に よっての み、 我が国の 新劇 運動 を 誘導 

刺戟し 得る とい ふ考 へからで あらう が、 それなら、 若 

し 明日に も、 日本の 作家 中から、 ゲェ リングに 対し、 

チェ ホフに 対し、 マゾ ォに 対し、 毫も 遜色の ない 作品 



犠牲で ある。 報いられない 犠牲で ある。 

僕 は 翻訳 劇 演出に ついて、 一 つの 理論 を もって ゐる 

が、 それ は更 めて 発表の 機会が ある だら うと 思 ふ。 僕 

は、 殊に 誰に でも 自分の 理論 を 強 ひて 首肯 させようと 

する もので はない。 殊に 理論 は 理論で ある。 総ての 理 

論の 実行に 対して、 先づ 自分の 理論 そのもの に対する 

以上の 敬意 を 表する。 

ま ？>- 

これで、 言 ひたい こと は 略 云ひ尽 したつ もりで ある _ 

これから も、 築地 小 劇場に 対して、 僕 は 言 ひたい こと 

を 悉く 言 ふ つもりで ある。 言 ひた いこと が 無くなる こ 
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